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【特徴】

・大学初で唯一の気象予報業務許可
（気象・波浪）の取得

・2005年6月1日より予報業務開始

・ホームページのみでの情報公開

・愛知県、岐阜県を2kmメッシュで予測

・1日1回の情報更新（朝9時）

・翌日夜9時までの36時間予報

アドレス：http://net.cive.gifu-u.ac.jp/
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• 気象データの分析の流れ
• 様々な気象データ
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• 気象データ分析に挑戦してみませんか？
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気象データの利活用の状況
WXBCホームページより

気象庁提供



気象データの特徴
均質で高品質で連続的な構造化データ
データ分析との親和性が高い

将来予測による付加価値データ
気候リスクの軽減と生産性向上

ピンポイントなローカルデータ
地域の社会課題やビジネスに活用できる

多種多様なビッグデータ
気象庁では1日に1.6TBもの気象データを生み出している

特殊形式からなる多次元データ
GRIB2形式で提供される5次元データ（3次元＋時間＋アンサンブル）



・産業界において気象の影響を受けている
企業は65.4％にも及ぶ．
・産業界において気象データを事業に利活
用できている企業はたったの12.1％にすぎ
ない．
・産業界の50.3％の企業は，経験と勘に頼
り，気象データを利活用できていないのが
現状である．

（気象庁調べ）

・事業で気象データを利活用できてい
ない理由として最も多いものは，「気
象データを利活用できる専門的人材が
自社にいない」（44.0％）

（気象庁調べ）

気象庁（2020）の報道発表資料より

気象庁（2020）の報道発表資料より

気象データの利活用の状況



気象データ分析に必要な能力

ビジネス

課題解決力

ＩＴ

活用力

気象データ

理解力

気象データの特徴を
理解した上で、課題
解決のための仮説を
立てられるようになる

データサイエンスのス
キルを使って仮説を
検証し、課題解決
ができるようになる

自社のビジネスモデル
の理解に加え、リスク、
利益、社会的責任の
観点から解決すべき
課題を発見できる

気象データアナリスト育成講座 カリキュラムガイドラインより

課題発見

データ入手

データ前処理

データ分析
モデリング

意思決定

データ分析やモデリン
グに基づいて現場で
て意思決定を行う



データ分析の流れ

データの収集 データの加工 処理済みの
データセット

診断的なデータ
分析

予測的なデータ
分析

ビジュアル化さ
れたレポート

分析を反映した
システム 意思決定

データ分析のプロセス

現実世界

参考：東京大学のデータサイエンティスト育成講座



データの分析

• 記述的分析（descriptive analytics）
何が起こったのかを可視化により見える化する

• 診断的分析（diagnostic analytics）
なぜそれが起こったのかを相関関係を調べて明らかにする

• 予測的分析（predictive analytics）
予測モデルを作成して将来予測をしながら未来の状態を分析する

• 処方的分析（prescriptive analytics）
予測に基づいて最適な行動（意思決定）をとるための分析

Gartner Glossaryより https://www.gartner.com/en/information-technology/glossary/

過去の状態をひもとき 未来の状態を知る 予めできる対策を考える



データの分析
データの中から全体像や特徴を見きわめるために、さまざまな分析手
法を利用する。

教師なし学習
相関分析
主成分分析、因子分析、コレスポンデンス分析
クラスター分析

教師あり学習（分類、回帰）
重回帰分析、リッジ回帰、ラッソ回帰、決定木分析
ニューラルネットワーク、CNN

時系列データ解析
自己回帰型モデル、状態空間モデル
LSTM-RNN

意思決定分析
ベイズ推定、アソシエーション分析、決定分析

アメダス気象データ分析チャレンジ！（Excel版）より

・・・診断的分析

・・・予測的分析

・・・予測的分析

・・・処方的分析
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気象データの入手方法
気象庁提供



気象データを使ってみたい
昨日までのアメダスの気象観測データについて、取得した地点や期間、データの種類を選択
して、CSVファイルとしてダウンロードすることができます。

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/

気象庁ホームページより



気象データを使ってみたい
気象データ、各種情報をカタログとして掲載し、必要な情報を
検索し、入手方法を知ることができます。

気象庁ホームページより
メッシュデータ（GRIB2形式）のサンプルデータも入手でき
ます。

https://www.data.jma.go.jp/developer/gpv_sample.htmlhttps://www.data.jma.go.jp/add/suishin/catalogue/catalogue.html



気象データの種類
② 面的・立体的な広がりを持つ気象データ
 衛星やレーダー等のメッシュ状の観測データ
 数値予報等のメッシュ状（３次元）の予測データ

① 全国を網羅する多種多様な気象データ
 アメダス、高層気象観測、天気予報、注意報・警報など、
地点・地域の観測・予測データ

秒・分・時・日・月・年など、様々な時間単位で更新

数値予報

気象衛星観測

地上・地域気象観測

天気予報

天気予報、注意報・警報等 地点毎データ等 メッシュデータ等

 XML形式等で配信  BUFR※形式等国際ルールに基づい
た形式で配信

 過去の気象データをCSV形式で提供

 GRIB☆形式等国際ルールに
基づいた形式で配信

※BUFR ： FM94 BUFR 二進形式汎用気象通報式 ecCodesでデコード可能
☆GRIB2 ： FM92 GRIB 二進形式格子点資料気象通報式(第2版) wgrib2やecCodesでデコード可能

気象庁提供



気象データの種類
気象庁提供



地上気象観測等のデータ

情報の種類
観測
地点数

（解像度）
観測頻度 要素

データ期間
（年代、地点、要素により異な

る）

地上気象観測 ポイント 155 10秒毎
（注１） 気温、湿度、気圧、降水量、風向風速、日照時間、積雪深 等

観測開始から～現在
※10秒毎の値は
2008年から

地域気象観測
（アメダス） ポイント 約1,300 10秒毎

（注１） 気温、降水量、風向風速、湿度、積雪深
1976年～現在
※10秒毎の値は
2015年から

気象レーダー観測 メッシュ 20
（1km等） 5分毎 エコー（降水）強度、ドップラー速度 等 2004年～現在

推計気象分布 メッシュ （1km） 1時間毎 気温分布（0.5℃間隔）、天気分布（晴れ、くもり、雨、雨または雪、雪）、
日照時間（2.5分間隔） 2016年～現在

（注１）オフラインでの提供の場合に限ります。

気象庁提供



ナウキャスト
｢ナウキャスト｣は、気象レーダー等で観測された雨雲の過去の動きや現在の分布等を元に、目先1時間の降水の分布、
雷及び竜巻発生の可能性を予報します。降水短時間予報は、気象レーダー観測に数値予報の予測も加味して6時
間先までの各1時間降水量の分布を予報し、降水15時間予報は、7時間から15時間先までの各1時間降水量の分
布を数値予報の予測に基づき予報します。

データ名 概要 作成頻度 予測時間
/時間分解能 解像度

高解像度降水ナウキャスト 雨雲の詳細な解析と移動、発達や衰弱、新たな発生などを予測しま
す。ホームページでは雷の発生状況等も表示できます。 ５分毎 1時間/5分毎 30分までは250m

35～60分は１km

雷ナウキャスト ４つの階級で雷の激しさ及び落雷の可能性を表します。 10分毎 1時間/10分毎 １km

竜巻発生確度ナウキャスト 「竜巻が今にも発生する（または発生している）可能性の程度」を
推定し、これを発生確度としています。 10分毎 1時間/10分毎 10km

降水短時間予報 １～6時間先までの各1時間降水量の分布を予想します。 30分毎
（10分毎）

1～6時間/
1時間毎 1km

降水15時間予報 7～15時間先までの各1時間降水量の分布を予想します。 1時間毎 7～15時間/
1時間毎 5km

気象庁提供



数値予報
「数値予報」は、観測データに基づき現在の気象状況を「解析」し、将来の気象状況を「予測」するデータです。

 スーパーコンピュータの中
で、地球の大気をモデル化

 世界中の観測データを用い
て、現在の気象状況を「解
析」

 解析を元に、物理式を用い
て将来を「予測」

初期値（UTC）* 予報時間 水平方向の
解像度 予想領域

GSM（全球域） 00，06，12，18 132時間（6時間間隔） 20km 全球00，12 138～264時間（6時間間隔)

MSM
03，06，09，15，

18，21 39時間 (地上は１時間間隔、気圧面は３時間間隔) ５km 北緯 22.4度～47.6度、東経 120度～150度
00，12 51時間 (地上は１時間間隔、気圧面は３時間間隔)

LFM 毎時00分 10時間 （地上は30分間隔、気圧面は１時間間隔） ２km 北緯 22.4度～47.6度、東経 120度～150度

＊UTC：協定世界時のことを指します。日本標準時はこれを9時間進めた時刻です。

LFM（局地モデル）
の予測

実際の雨分布
（気象レーダーの観測）

MSM（メソモデル）
の予測

気象庁提供



天気予報・週間予報
気象庁提供



長期予報
気象庁提供



カオスによる誤差発展
• 天気予報の精度は年々向上しているが，数値予報は初期値の小

さな誤差が大きく増大するカオス的性質を有する。このような
誤差の拡大を予測するためアンサンブル予報が行われる。予報
時間が長くなるにつれて誤差は拡大する傾向にある。

台風進路のアンサンブル予報の例．2008年7月16日09時を
初期値とした台風第7号の5日予報。11個の予報進路（オレ
ンジ色の線）とそれらを平均した予報進路（ピンク）

海面気圧の51個の
予報の重ね描き図

この36年間の予報精度(東京地方)

気象庁提供



アンサンブル予報
局地モデル

(LFM)
メソモデル

(MSM)
メソEPS
(MEPS)

全球モデル
(GSM)

全球EPS
(GEPS)

季節EPS
(JMA/MRI-CPS2)

モデル
領域

水平
解像度 2km 5km 5km 約20km

約40km（18日ま
で）

約55km（それ以
降）

大気約110km、
海洋約50～100km

予報
期間

10時間
（毎時）

51時間
（00,12UTC）

39時間（03,06,09, 
15,18,21UTC）

39時間
（00,06,12,18UTC

）

264時間
（00,12UTC）

132時間
（06,18UTC）

5.5日（06,18UTC）
11日（00UTC）
18日（12UTC）
34日（週2回）

７か月
（半旬1回）

メン
バー数 1 1 21 1 51（18日まで）

25（それ以降）
13/初期値

【51/月（複数初期
値）】

主要な
目的

航空気象情報
防災気象情報

降水短時間予報

防災気象情報
降水短時間予報
航空気象情報

分布予報
時系列予報
府県天気予報

防災気象情報
航空気象情報

分布予報
時系列予報
府県天気予報

分布予報
時系列予報

府県天気予報
台風予報

週間天気予報
航空気象情報

台風予報
週間天気予報
早期天候情報
２週間気温予報
１か月予報

３か月予報
暖候期予報
寒候期予報

ｴﾙﾆｰﾆｮ監視速報

※詳しくは配信資料に関する仕様（ https://www.data.jma.go.jp/add/suishin/shiyou/ ）をご参照ください。

気象庁提供



気象データの有効活用のために
• どんな気象データにも一長一短があります。多種多様な気象データを有効に利用

するためには、それぞれのデータが如何にして作成されているのかを把握して、
以下のポイントに気をつけながら使い分けてゆく必要があります。

1. 現象は？（気圧？気温？風向／風速？降水？日照時間？天気？ ）
2. 期間は？（現在？10分先？1時間先？1日先？1週間先？1ヶ月先？）
3. 予報形式は？（量的予報？カテゴリー予報？確率予報？）
4. 予報誤差は？

直接観測 ＜ リモセン < 推定・解析 ＜ 短時間予報
＜ 短期予報
＜ 週間予報
＜ ２週間予報
＜ １ヶ月予報 ・・・

観測誤差 推定（解析）誤差 予測誤差

0D 1D/2D/3D 2D/3D 2D/3D+時間（+メンバー）

リードタイムが長くなると、予測誤差が拡大するため確率予報として提供される
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データの分析
データの中から全体像や特徴を見きわめるために、さまざまな分析手
法を利用する。

教師なし学習
相関分析
主成分分析、因子分析、コレスポンデンス分析
クラスター分析

教師あり学習（分類、回帰）
重回帰分析、リッジ回帰、ラッソ回帰、決定木分析
ニューラルネットワーク、CNN

時系列データ解析
自己回帰型モデル、状態空間モデル
LSTM-RNN

意思決定分析
ベイズ推定、アソシエーション分析、決定分析

・・・診断的分析

・・・予測的分析

・・・予測的分析

・・・処方的分析



データの分析
データの中から全体像や特徴を見きわめるために、さまざまな分析手
法を利用する。

教師なし学習
相関分析
主成分分析、因子分析、コレスポンデンス分析
クラスター分析

教師あり学習（分類、回帰）
重回帰分析、リッジ回帰、ラッソ回帰、決定木分析
ニューラルネットワーク、CNN

時系列データ解析
自己回帰型モデル、状態空間モデル
LSTM-RNN

意思決定分析
ベイズ推定、アソシエーション分析、決定分析

・気象観測
・数値予報

・気象観測
・数値予報

・確率予報

・気象観測

分析に使用する
気象データ



主成分分析
• 主成分分析は、多数の説明変数からなるデータの次元を圧縮して少
ない説明変数でデータ全体の特徴を表す手法です。少ない次元にし
て説明ができればデータに潜む特徴を理解しやすくなります。

岐阜大学気象データ利活用ワークショップより

気象庁より８月の雷日数(日)，最高気温(℃) ，日降水量
の最大(mm) ，日最高気温35℃以上日数(日) ，最小相対
湿度(％) ，日照時間(時間) ，平均風速(m/s)を入手

過酷な８月を象徴する気象要素

PC2

PC1

PC2

PC1



主成分分析
第１主成分スコアと第２主成分スコアのプロット（主
成分プロット）により，地域ごとの夏の気候の特性を
２つの主成分で要約できる。
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主成分プロット

猛暑：多
豪雨：多

猛暑：少
豪雨：多

猛暑：少
豪雨：少

猛暑：多
豪雨：少

PC1

PC2

変数毎の因子負荷量のプロット（変数プロット）
により，説明変数間の関係や類似性を知ることが
できる。

雷日数 最高気温

日降水量の最大

日最高気温35℃
以上日数

最小相対湿度

日照時間

平均風速

-0.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

-1 -0.8 -0.6 -0.4 -0.2 0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

変数プロット

PC1

PC2

岐阜大学気象データ利活用ワークショップより



クラスター分析
• クラスター分析とは、多数のサンプルからなるデータをグループ
（クラスター）に分類するための手法です。全体のユークリッド距
離（類似性）が最小となるグループ化を行う。グループ毎に説明変
数の統計値を比較することで、比較しやすくなります。

CL1
CL2

CL4 CL3

岐阜の豪雨時の天気図（全1200事例）に対する
PC1とPC2のクラスター分析(K-Means法)

各クラスターの
平均海面更正気
圧の分布（地上
天気図）

低

高

高低

高

低

高低

グループ化した
事例毎に平均化
した天気図を作
ることで，豪雨
の特徴を比較で
きる

吉野ら（2020）



クラスター分析
• クラスター分析とは、多数のサンプルからなるデータをグループ
（クラスター）に分類するための手法です。全体のユークリッド距
離（類似性）が最小となるグループ化を行う。グループ毎に説明変
数の統計値を比較することで、比較しやすくなります。

気象庁より気温と降水量の平年値を入手して、県庁所
在地毎に４つのクラスターに分類（K-means法）

各都道府県のクラスター分析による分類結果。よ
く知られている気候区分通りに分類できた。

A) 寒冷 年中小雨
B) 温暖 夏多雨冬小雨
C) 温暖 夏小雨冬多雨
D) 高温 年中多雨

岐阜大学気象データ利活用ワークショップより

A)

B)

C)

D)



決定木分析
• 決定木分析とは、多数のサンプルデータの中から目的変数に対して
きれい（純度の高い）に分類できる決定木（樹木状のモデル）を
作って分類や回帰を行う手法。顧客情報やアンケート結果などから
目的変数に影響する説明変数を見つけることができる。

2016年7月（夏）と12月（冬）の東京電力の電力消
費量4000万kWを超える時間について、曜日帯、時
間帯、気温、降水量により決定木（3層まで）を作成

不純度を表すジニ係数が最小になるような分割方法
を探索してゆく方法（CART法）

数学

英語

80

70

数学の点数
>80点

英語の点数
>70点

:学校A :学校B

学校A
の学生

学校B
の学生

FalseTrue

FalseTrue

学校A
の学生

岐阜大学気象データ利活用ワークショップより



決定木分析
• 決定木分析とは、多数のサンプルデータの中から目的変数に対して
きれい（純度の高い）に分類できる決定木（樹木状のモデル）を
作って分類や回帰を行う手法。顧客情報やアンケート結果などから
目的変数に影響する説明変数を見つけることができる。

夏は、1）気温が27.7℃以上、２）平日、３）午前9時以
降、で電力消費量は4000万kW以上になる傾向がある。
132事例中の90事例。

1)時間帯(88)

2)気温(81)

3)時間帯(54)

冬は，1）午前９時以降，２）気温8.5℃以下，３）午
後9時以前，で4000万kW以上となる傾向がある。
88事例中の55事例。

1)気温(132)

2)曜日帯(96)

3)時間帯(90)

岐阜大学気象データ利活用ワークショップより



ニューラルネットワーク
• ニューラルネットワークとは、神経細胞を模した多数のニューロン
を組み合わせたネットワークを作成し、入力層と出力層の関係から
ニューロン間の重みを最適化することで得られる機械学習モデルの
一種。活性化関数や多層化により高精度な予測が可能。

ニューラルネットワークの構造。出力層の構造を
変化させることで分類問題や回帰問題に適用でき
る。

アメダス気象データ分析チャレンジ！（Python版）より

ニューラルネットワークの活性化関数や層を深くするこ
とで非線形（曲線）の表現が可能となる。回帰や分類の
精度が高くなる！

赤組

青組

青組赤組

線形で分類可能 線形では分類不可能

XOR演算



ニューラルネットワーク
• ニューラルネットワークとは、神経細胞を模した多数のニューロン
を組み合わせたネットワークを作成し、入力層と出力層の関係から
ニューロン間の重みを最適化することで得られる機械学習モデルの
一種。活性化関数や多層化により高精度な予測が可能。

アメダス気象データ分析チャレンジ！（Python版）より

ニューラルネットワークにより、2018年１月の電
力消費量の変化を予測。入力層は、気温と曜日帯
と時間帯からなる。決定係数：0.86

電
力

消
費

量
[万

kW
]

2018年1月

ー 観測
ー NN予測

線形重回帰分析により、2018年１月の電力消費量
の変化を予測。入力層は、気温と曜日帯と時間帯
からなる。決定係数：0.42

ー 観測
ー NN予測



自己回帰型モデル
• ARMAモデル（自己回帰移動平均モデル）は、自己回帰モデルAR
（非定常過程を表現）と移動平均モデルMA（定常過程を表現）を
組み合わせた時系列モデルです。時間変動の分析に用いる。トレン
ドを含めたARIMAモデル、季節変動を含めたSARIMAモデルがあ
る。

全世界平均の大気中CO2濃度（気象庁）の時系列から、SARIMAモデルによるフィッティン
グ。

岐阜大学気象データ利活用ワークショップより



自己回帰型モデル
• ARMAモデル（自己回帰移動平均モデル）は、自己回帰モデルAR
（非定常過程を表現）と移動平均モデルMA（定常過程を表現）を
組み合わせた時系列モデルです。時間変動の分析に用いる。トレン
ドを含めたARIMAモデル、季節変動を含めたSARIMAモデルがあ
る。

全世界平均の大気中CO2濃度（気象庁）の時系列から、
ARMAモデルによる分解された成分。

SARIMAモデルにより、2100年末までのCO2濃度
の予測結果。このペースで排出すると、2000年時
の倍近いCO2濃度になる。

トレンド

季節変動

ノイズ

観測 予測
1984/01 2017/12

2017/121984/01

1984/01 2017/12

岐阜大学気象データ利活用ワークショップより



状態空間モデル
• カルマンフィルタとは、定常・非定常問わず、システムモデルと観測モデ
ルに基づき、ノイズ混じりのデータから、１期先予測とフィルタを繰り返
して逐次的に補正する手法。気象庁の天気予報ガイダンス（モデルの予測
を過去の観測によって補正する）でも利用されている。

気象庁予報部（2018）より

カルマンフィルタの概念図 カルマンフィルタによる係数更新の概念図



状態空間モデル
• カルマンフィルタとは、定常・非定常問わず、システムモデルと観測モデ
ルに基づき、ノイズ混じりのデータから、１期先予測とフィルタを繰り返
して逐次的に補正する手法。気象庁の天気予報ガイダンス（モデルの予測
を過去の観測によって補正する）でも利用されている。

ある地点の気象モデル（36時間）による気温の予測
結果（青色の線）に対して、カルマンフィルタによ
り直前までに観測された気温で補正（赤色の線）

モデルによる未来の予測データと過去の観測データ
を組み合わせることで、モデルxと誤差yの線形回帰
式（y = a x + b）により修正（高精度化）できる。

気
温

[℃
]

気
温

[℃
]

観測気温[℃] 観測気温[℃]

予
測

気
温

[℃
]

予
測

気
温

[℃
]



決定分析
• 決定分析とは、天気予報のように不確実な情報（確率予報）から期待され
る利益（損失の軽減）を最大にする最適な対策を探るための分析手法。
MINIMAX（リスク回避型）、MINIMIN（リスク放置型）、MINIMAX ・
REGRET（後悔回避型）など意思決定者が何を重視するかで決まる。

確率予報

利益マトリックス
実況

対策
降水ナシ 降水アリ

対策ナシ 0 円 -L 円

対策アリ -C 円 -C 円

実況

予報
降水ナシ 降水アリ

降水確率 1-P P 対策ナシの期待利益: (1-P)×0+P×(- L)= -PL

対策アリの期待利益: (1-P)×(-C)+P×(-C)= -C

-PL > -C つまり
降水確率P＜C/L比
-PL < -C つまり

降水確率P＞C/L比

のとき，雨のための対策はしない方が良い

のとき，雨のための対策をした方が良い

降水確率によりどのように意思決定をしたらよいか？降水予
報アリの確率Pとコストとロスの比率C/Lで決まる。つま
り，状況によって最適な行動は異なる。また，精度の高い天
気予報により期待利益（損失）は大きく（小さく）なる．

酒井重典「長期予報のしくみ」より



決定分析
• 決定分析とは、天気予報のように不確実な情報（確率予報）から期待され
る利益（損失の軽減）を最大にする最適な対策を探るための分析手法。
MINIMAX（リスク回避型）、MINIMIN（リスク放置型）、MINIMAX ・
REGRET（後悔回避型）など意思決定者が何を重視するかで決まる。

低温になると病虫害の発生が懸念される農作物がある
とします。病虫害がなければ100万円の収穫が期待で
き、ひとたび病虫害が発生すれば100万円の損害が発
生するとします。以下のような2種類の農薬Aと農薬B
があるとき、低温となる確率Pが何％のとき、どう対
応すべきでしょうか？

酒井重典「長期予報のしくみ」より

対策 コスト 効能

農薬A 15 万円 農作物の被害を50万円に軽減できる
農薬B 45 万円 農作物の被害を完全に防止できる
非対策 0 万円 被害は100万円となる

農薬ごとのコストと効能

期
待
さ
れ
る
利
益

［
万
円
］ 100

0
低温となる確率P

1

55

85

35

農薬B

農薬A

非対策
0.3 0.6

各対策毎に期待利益（縦軸）を低温確率P（横軸）の
関数で表し、最も期待利益の高くなる対策を選択する。

低温の確率毎の最適な対策
低温の確率 取るべき対策

10% 非対策
20% 非対策
30% 農薬Aを散布
40% 農薬Aを散布
50% 農薬Aを散布
60% 農薬Bを散布
70% 農薬Bを散布
80% 農薬Bを散布農薬Aの期待利益：(100-15-50)×P + (100-15) ×(1-P) = -50×P + 85 万円

農薬Bの期待利益：(100-45)×P + (100-45) ×(1-P) = 55 万円
非対策の期待利益：0×P + 100 ×(1-P) = -100×P+100 万円



講演内容
• 気象データの分析の流れ
• 様々な気象データ
• 様々な分析手法
• 気象データ分析に挑戦してみませんか？



気象データ分析に挑戦してみませんか？
• 気象データ分析には、「気象データ理解力」「ＩＴ活
用力」「ビジネス課題解決力」が必要。

• 様々な気象データと様々な分析手法があります。皆さ
んが抱えている目的（気候リスク）に応じて、これら
を賢く使い分けてゆく必要があります。

• 気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC）の人材育
成WGでは、皆さんの気象データ分析のための学びの場
を提供してゆきます。関心のある方はぜひご入会くだ
さい。

• 令和3年より気象データアナリスト養成講座が開始しし
ました。気象データアナリストを目指しませんか？



気象ビジネス推進コンソーシアム

https://www.wxbc.jp/

WXBCホームページより

設立：2017年3月7日
会員数：１１５６（2022年3月現在）
事務局：気象庁



気象データアナリスト

・企業におけるビジネス創出や課題解決ができるよう、気象データの知識とデー
タ分析の知識を兼ね備え、気象データとビジネスデータを分析できる人材

・民間企業が開講する「気象データアナリスト育成講座」を修了した者
気象データアナリスト活躍の場（イメージ）

荷物量・作業量を予測、
要員計画を最適化

物流

過去の出荷/入荷実績等

気象データ

販売
促進

店舗混雑予想情報や割引
サービスを顧客へ提供

売上データやSNS

気象データ
発注数の精度向上により
廃棄ロスの減少や底値で
仕入れるなど利益アップ

気象データ

需要
予測

過去の販売・顧客データ

例）
民間気象会社で
天気予報を作成

例）
テレビの天気予報
コーナーで解説

気象
予測

気象
解説

気象予報士は？

 気象データアナリスト育成講座：経済産業省「第四次産業革命スキル習得講座」（Reスキル講座）の認定を受
け、かつ、気象庁「気象データアナリスト育成講座カリキュラムガイドライン」に準じた講座で気象庁が認定した
もの

 カリキュラムガイドライン：「気象」「データサイエンス」「ビジネス」についての知識や技術について整理した
もの。

 気象庁が認定した「気象データアナリスト育成講座」は3講座、うち2講座が開講中、1講座は令和4年4月開講（令
和3年12月現在）。

気象データアナリスト育成講座

気象庁提供



気象庁作成
「気象データアナリスト活用のススメ」より

気象庁提供



ご清聴ありがとうございました
吉野 純

岐阜大学工学部附属応用気象研究センター

E-mail:  jyoshino@gifu-u.ac.jp
URL: http://www1.gifu-u.ac.jp/~amet
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